


事業領域

I ・デジタルトランスフォ ー メ ー ションで、よりスマ ー トなエネルギー社会に貢献
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CO2排出の現状と2050年へのグリーン成長戦略

I 
電力由来C02削減への取り組みはグリ ーン成長の柱のひとつ

東芝グループの保有技術と畢新の研究成果で貢献し続ける
【CO2部門別排出割合】 20l9年 2030年 2050年

出異：繹清慶鑽雀 「2D50年カーポンニュー トラルに停うグリ ーン慮畏 出異：繹清童鑽省 「2050年カーポン＝ユー トラルに停うグリ ーン膚1111111」

讀鴫」をもとに喜作置l
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02 
カ ー ボンニュ ー トラル実現への取り組み

東芝グループのエネルギーソリュ ーション

こ
三

プラント建設、
システム開発
吸収素材の研究開発
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03 
レジリエンス向上への取り組み

～カ ーボンニュ ー トラルと同時に満足すべき、 もう 一 つの価値～

エネルギー （停電）に対するレジリエンスの評価

04 
Quality of Life向上への取り組み

～ エネルギーの、 より有効な活用を目指して ～

L 停電時対策としての分散型電源の付加価値を算定

· 2018年北海道胆振東部地震、2019年台風15号など、災害時の停電リスクが顕在化
•太陽光発電、蓄電池などの分散型電源は、停電時にも需要家へ電気を供給可能

→停電に対するレジリエンス向上を付加価値として評価する手法を開発中

需妻家（オフィス、病院、蘭業篇設・・・）
写真の出臭 責源エネルギー庁ホームページ
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レジリエンス（悪影響に対する抵抗・回復力）の向上
＝色付き部分の面積をいかに小さくできるか？

送配—網IDIEl
，， 

対策あり
（非発、分散匹用，かど）

対皿し

→復旧まで電力供給ゼロ

峙間
レジリエンス曲縁の考え方
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東芝の重粒子線治療装置

| i璽掌i-P] 9應詈？茫原開 :i』：碑んセンター 醤i学治療開始

J 
•世界獨の璽拉子治憲蒙置 ・スキャニングシステム

プロジェクト ・治震室システム
・饂伝．回転ガントリー

•重粒子フルシステム
•4室スキャニングシステ

ム

•新瓢スキャニング顆射
システム

・次世代小型超に迎回転
ガントリー

・東芝は
RF空洞、
真空排気系、
t`-A翰送系竜磁石
を担当

Byo叫rt,釘dQST

新型スキャニング照射システム

戸—―— ピーム

愚部
スキャ＝ング磁石

3.Sm 

2軸定査の電磁石を採用

―
-
、

＼～） し） し
スキャン時の瞬間的な照射線三

疇働' “二も

叫・ペ’“.．照叩；；；磁算凪．＂

ByOurt可dQST

1 重粒子線がん治療の普及に向け30年以上技術開発を継続
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がんを切らずに重粒子線で治す：超電導技術 社会の安全と安心に貢献するミュオンイメージング

1 超伝導技術で重粒子線治療装置の小型化を実現

Cou,tesy of QST 超伝尊回転ガントリー

次世代に向けた小型化 量子メスプロジェクト{QST)に参画

レーザー加速入射器と超伝導 シンクロトロン用超伝導電磁石
シンクロトロンの小型システム

がんを切らすにアルファ線で治す：アスタチン

I 大電流加速器 ・

雰琴9甕入円；ば歴種分離を用いた

経口

濯ヨ
超伝導コイル

1fosos350
 
00
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超伝おコイルの磁場解析

がん細胞 ァスタチン化合物投薬

ッ＠厄I

ん治

II I 
a線放

アスタチンから放出されたアルフガ員が
がん繍胞を遍択的に破壌

回収率向上が課題

---

イオン源加速器：；烹

t

-` こ鵬』そ
I 

I 

（双りチン含有） I←—1__JL__1__J 

東芝エネJ日：ーシステムズ 製薬会社 病院

アスタチン量産化技術を通じ、
アルファ核種を用いたがん治療の普及に貢献

宇宙線ミュオンによる物質内部の透視・診断技術で安心安全な社会の実現

コンテナ内の墜輸物質を透視 宇宙緯ミュオン(µ)j 二塁訂；

透過力が悪く、
ミュオン散乱角→物質識lllJアルゴリ ム

地中を貫通する

三ご
寧ー

ニ_ よ← - - ミュオンの「数」を測定
コンテナセキュリティスキャナ1 →巨大構造物の物質⑬密度分布

が分かる

[
 

．．

等洞

＂
空常異の盤地

地中

ミュオン

空洞由来の
三ュオン数変化を
検出

ミュオン
検出器＼ヽl(]シールド

マシン

トンネ）頃削後の安全性診断

多様なエネルギーニーズに応えるマイクロリアクター

ヒ ー トパイプ冷却による受動的除熱・熱電併給など多目的な小型炉

,l 
:, .... 
’A 

i.`,l :I 「.... I 胃生可麓ヰ註— |

置蜘
項目 内容·値

減材 水素化カルシウ

電源供給

ム {CaH2)

炉心冷却 ヒー トバイプ

- - -
炉

（電心気熱出
出
力
力
） 

lOMW 
(3,2MW) 

ヒー トバイプ内

℃T

Tosh畑1MRu 鄭遍度 700 0C 

"MoveluX™" 
炉心EEカ 常圧

水素製造
燃料／最冨濃縮度 シリサイド燃料

水素ステー ション | 
/4.99wt% 

熱供給

原子炉
高
容

さ
器直径／ 2,0 m/5,0m 

Power Heat Hydrogen 
化学プラント

（熱交換器込）

►--

電源供給
運転網閻 20年

鉱山
（燃科交換撫）
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将来に向けて：宇宙開発におけるエネルギーマネジメント検討 レーザピーニングによる材料強化

エネ）臼二を作る

太陽光発電

疇
小型原子炉

乏‘ ；鵞

〗
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ヵ電

熱

エネ）注＝を蓄える
，

水素製造・

蓄電 蓄熱 貯蔵

回 LJ �

エネ）ぼーを使う

声-ロジ：：電池

0 
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エネルギーマネジメントによる
エネルギー利用の畢週化

レーサ超音波による非接触での材料欠陥検査

月面
温度： ー170℃ （夜） ～110℃ （昼）
1 日＝ 655時閻

水素利用

熱利用
電力利用

極限環境下の活動に必要な
エネルギーの流れの制御

マイクロチップレーサを活用、ユビキタスな検査・計測システムを開発 I 

応力腐食割れ予防や疲労強度改善など、プラント構造材を改質・改善

Plasma 

ニー
ー

ロ
レーザ照射中

暴， ＂

'こレーザ照射後

概念図

短パルスレーザにより材料表面を叩き、表面に加工硬化層や圧縮残留応力を付与
原子カプラントの応力腐食割れ予防保全技術として実用化
タービン翼等の疲労強度改醤技術に適用拡大 原子カプラントヘの適用実績

© 2022Tmhiba En口釘S芦=aoosa,●トnscaトddli"9,

レーサ趨音波法
2種のレーザにより超音波を送受信

欠陥を検出

パルスレーザ レーザ干渉計
（送信） i t （受信）

-」上主ユ

ク

‘、 9’

｀陥

遠隔・非接触での超音波計測が可能
・高温製造物の施工中検査
•原子カプラントなと畜i放射線環境
・狭陰部なとアクセス困難な対象の検査

従来システム

・装置サイズ大
（製造中検査向け、据置き型）

•高価格
・測定対象により受光畢恋動

1 

i 適用先が限定 I 

開発システム

マイクロチップレーザを活用
モバイル化・低価格化

05 
►

 

まとめ

省人化システムヘ搭載

箕い 叫ト

ドローン 4]：ヽゃ
I 適用先の拡大 I 
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まとめ

•カ ーボンニュ ー トラルの実現、および、 それと同時に満足す
べきインフラレジリエンスの向上、QoLの向上につき、弊社
の技術的な取り組みをご紹介。

●特にQoL分野では、超電導、加速器、粒子線、レーザなどの
量子応用技術の活用が大いに期待される。
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